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戦B#体制移行期における 

日本鉄鋼業の労働力編成と労務統轄

-八幡製叙所における経営，勞務管理機構 

「合理化J とその客観的条件——

青 山 ，茂 m
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は じ め に

一般に，1929年の世界恐慌と3 1年 の 「満州事変」とを転換点とする軟時期のま化学工業化は，

「戦# に規宠された再生産破壊的なもので，生まガ的基礎を欠き, 軽：！:業ニ民需生産の骑制的制限に

もとづく重化学工業ニ軍需生産の奇型的肥大化」であって，その連続的•漸次的発展の延長線上に

いわゆる！■戦後重化学工業段階J を位置づけることはできない。しかし,その過程は軟前日本資本主

義r とって見逃すことのできない重大な変化をともなっていたのであって，様々な面で戦後日本資

本主義の再出発にあたっての雁史的前提条件をつくりだしたのである。それは労資嵐係にと:ゥても

様々な変化や矛盾を生み出しf■こが，それに対して企業と労働者の双方がどのように対処し,その結

果いかなる事態が生,じたか,あるいはその過程で戦後の労資関係にとってどのような歴史的前提条

.件が形成されていたかを明らかにすることも, また一定の意味をもっていると考えられる，

最近, 歴史研究の侧からも，現状分析i f 究の立場からも，戦時日本資本主義や戦時労働間題の再

檢討の気運が強まっており , 戦時期の労働政策や労働市場に関してもいくっかの貴重な研究も生れ 
(2 )

ている。 しかし，とりわけ資料的な制約も‘あり，：当時の金業•工場レペルでの動きを具体的に明ら

法（1 ) 大石嘉コ郎r戦後まホと日本資本主義の桃造资化J 《束大社研編r娥後改本j  i 所収〉P. 91.
( ? ) 加藤仏-治 *•日本帝围主義下の労働政策J19704fi,三好正已氏による*■労働政策に眺t•る覚え書J をはじめとする一*速 

の論稿（％  命館経済学 J Vol.18 N6- 2*3, 5 . 6, Vol.20 No.1 ,5  v6. Vol.21 No, 3 * 4 ) ,竹中® 美子「恐慌と軟 

，争下k おける労働市場め变貌J (»1S渡 R木資本主義発速史論J in, 1968ゴis所収》♦
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かにした研究は，きわめてましいといわざるをえない* 本稿では，従来の研询史においてまったく 

，問週にされてこなからf c 1 9 3 7年春, すなわち日中戦争直lit!に行なわれたA 幡製鉄所における経営 

• 労務管理機構の/ 合理化J をとりあげ, その客観的条件, 実態，および意義と限界を枚-討するこ 

.とを通じて,戦時体制移行期の日本鉄鋼業の労働力編終と労務統轄にとっていかなる間題が生じて 

おり，それに対して企業がどのよy な対処を行なったか，そしでその結果いかなるま態が生じてい

たかを明らかにすることを意図している。

また, 従来経営管理組織としてのライン，スタッラ制度ないし作業長制!^ に関する研究は’経営 

学の立場からも労働問嵐研究の侧からもかなり多く存在するのであるが，その鹿史的前提にまで深 

ぐ立ち入った研究は必ずしも多くないようこ思われる。 しかしながら，それらの制度も過まの実践 

，の積み重ねの上Vこ-^定の麼史的条件と相俟って成立したものであり，その本質および成立根抛のよ 

り正確な理解のためには，歴史的考察もまた欠かすことばできないであろう。 とりわけ， 生産技 

術の発達:それ i 体が， あたかもライン • スタッフ制度や作業長制度等のいわゆる薛営管理組纖の 

r近代化J や r合想化」を必然的にも，たらすものであるかのごとき見解は，理論的にはもちろん， 

照史的ま実経過をふりかえることによっても再檢討されねぱならない。これが本稿の第2 の課題で 

ある， . . . ， '

2 . 1 9 3 0年代におけるA 幡製鉄所の労働力編成と労務統轄の特質

. . . ， . ' - ；. ■ - i
A 幡製鉄所の労働者は大きくは職員, l i x  (1940年からは工員) ，鉱夫, I®夫の四つに区分.される。 

その推移についてみれぱ第1 表の通りである。 193 9 年から鉱夫数が消えているのは，ニ瀬鉱業所 

がA 幡製缺所より独立したためである，また原注にはないが， 193ア年よりおかれた定期エは職工 

数に含まれていると推定される。つぎに, 第 2 まは主要な労働力である職工と職夫の作業部門別配 

置状況を示している。いま，製維，製鋼，鋼材製造および化工の諸部門を主作業部門，その他の部 

Pjを付帯部門とすると，主作業部門は職工め割合が高く，付帯部門では職夫の比重が大きい®これ 

％々, 付帯部門中最も多数の労働者を擁する動力，工務ならびに運輸•業務関係に比較的単純な労働 

を行なう労働者を多く必耍としたからであるとされている。つぎに，主作業部門に比して付帯部門， 

とりわけ工務• 動力部門の労働者数がきわめて多いことは，欧米の製缺所ではみられないことであ

法（3 〉 例 ; t ぱ, 木元進- ^ 郎 •■経営 . 労務統緒機構の《■近代化J J  (明大社研編 r 鉄為業の合理化と労働 1 9 6 1  m m ) , 原…  

実 r フプンクシg ナルスタッフの成立過程J . . (西南学院大学学論棠 J  V o l . 7  N o .  3 ) , 塘矩之「Y 製鉄にギける管理 

組織の合理化J  U M 4 ) 侧児岛大学済学研梵 J  N o .  1 - 2 , 同社会科学報告 J  N d .  9 〜1 0 ) , 戸塚秀夫 r / M # 製鉄の 

作業長制1 ^ パ*^>^刊労働問臨N a  7 6 ) , 栗木安延 r 戦後日本鉄鋼業の労働力再編J  ( 堪修大学*■社会科学特b  N o < 2 ) ,  

，良各川広 r 作號良制度と僚‘胺督者教會j  ( 向氏 * '現代労務管®!制庞論J 1 9 7 1 年所収)*探本和 - *  ■■独占段階における 

独自的 . 資本制的生産様式の形成J  { 4 》 （ * ■立命館経済学J  V o l . 2 0  m  4 ) 等力t もる*  ‘
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戦時体制移行期における日本鉄鋼業の労働力編成と労務轄 

第1 表’ A權製鼓所労働者数の推移 （填位：人）

年 度 職 貝 職工(ェ貝) 皱 夫 職 失 HI
1926 年 1,805 17,661 10,837 5,133 SS, 436
1927年 2,099 17,482 11,525 5,563 36,669
1928 年 2,159 17,891 11,612 7,117 38,779
1929年 2,151 18,587 11»476 8,835 41,049
1930年 2,256 18,303 9,910 7,269 37,738
1931ギ 2 ,'206 .16,691 6,347 4,713 29,957
1932年 2,568 16,423 6,088 6,053 31,132
1933 年 2,673 16,598 5,870 8,248 33»389
1934年 2,806 16,891 5,133 9,939 • 34,769
1ぬ5年 2,853 21,032 5,084 11,649 40,618
1936年 ' 2,895 21,961 ' 4,644 10,847 40,347
1ね7年 2,954 34,599 4,662 8,767 50,982
1938年 ■ 3,071 39,218 5,032 5,762 53,083
1939年 2,442 46,401 ，. , 3,788 52,6311940 年 2,683 46,419 . 一 3,198 52,300
1ね1年 5,723 44,509 .. 2,423 52,655
1942 年 6,735 46,782 .^

1,782 55,299
1943年 7,924 51,725 958 60,607
1944 年 9,853 56,887 .... . * . ,363 67,103
1945年 5,676 29,850 ，— 218 35,744

〔注〕
1:1937〜43卸軸エCC員〉

. 数は;{̂：務者不詳につき現 
在員数を示す。

2 . 歧員中!939年まではニ 

瀬黏業所の厳貪を含む，

3. ：C員中fc•は傭員及びIh、 
員を含む，

4 . 職夫は1 日平均の使役 

数
5 . 1944年の学feRび女子

‘挺身隊員数は不詳にっき 
含まず。1942〜 44年のIff 
親激職は職工tn員) 
中に合む。

〔出所〕 *■八幡製鉄所五+ 年誌J 1950年, 卷ま統計より,

り，A S #製鉄所の特異性を示している。 とれは，a iM 製鉄所創設当時はも i より，その後も付近に 

製鉄所の機械設備を製作修理しうを相当規模の工作工場がないため， 自ら大工作工場をもたズるを 

免なかったこと，また培鉱庐ガスその他を利ぜして各動力のボイラーを運転し， g 家発電を行ない， 

所要電力の2 分の 1 ないし 3 分 の 1 を自幹しているため，動力部門に，も相当の設備と人員とを要し 

たビとなどに起因して\/'?|^。 .

さらr , 職工および職夫の職猶別配置状況をみたのが第3 まと第4,まであるとれらの表をもと 

に労働力編成の检討を行なうが, まずこの時期のA 幡製鉄所における機械• 装® わ発展段階，機械 

化の進展度合を製魏，製融，ぜ延の 3 基幹部門に'^ いてみて; ^ よう.。A 幡製缺所はもともと独占成 

立期のドイツ教銅業の技術を導入して創設されており，はとんどの面で国内の他の企業を庄倒する 

技術永準を誇っていたが, 欧米先進圍の鉄鋼業に対しては多くの面で遅れをとっていた。 しかし， 

1930年代以降ともなると，いくつかの部分は世界水準に到達していた。例えぱコマクス炉はほとん 

どが暴田式ないし日鉄式となっており，とれらは「欧米新式コ" クス炉の水準までに到達してい(ナ 

といわれている。懷鉱炉についても，洞闕第1 條 鉱 炉 (日産50 0 トン, . 1930年火入れ) ,第 2 條鉱炉(700 

トン,1 9 33年) ，第 3 懷鉱炳（1000トン, I 937年）と, つぎつぎに大型力、つ新鋭のものが建設されてい

注U ) •■日本鉄株式会社史J 1959年, P. 695~700による. 以下 ••日鉄史j と称する,
( 5 ) 同上！).'467. ■ ‘
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戦時体制移行期におけ•る日本鉄鋼業の労働)力編成と労務統轄

( 6 )  . ‘

る。とくに洞岡第3 賠紘炉の場合，甚礎工事には弁筒沈理法, 送風機にはターボ•プロワガス

清務装獄にはコットレル式を採用したが， rこれは,当時の欧米流製熟所の闻糧設傭と比較して

も，その炉容および設備において, なんら邁色のない世界最高水% に達した施設であっ^ また，

旧来の東田製鉄:! :場 で は r i i料置場よりスキップまでの運搬は最も原始的方法であり，多大な人力
( 8 ) . 

を要し, ：これが機械化に苦慮を重ねているJ のに対して r洞岡の原料設備は機械化され,輸入鉱石

は 7, 000〜8, 000ヵ級船で炭壁に横付となり， 8 台の荷楊起重機で荷楊し云々J といわれている。 %

の結果, 1934年の職工の職糧構成において東H工場は原料職が23. 3 % ,電機運艇職が13. 0% であ

るのに対して，洞岡工場は原料職が6 . 9 % ,電炒運転職は3 2 .8 % となっでい: : .
. . . .  -

しかし, 製鏡部門における中心的な作業である出鎌作業は館鉱職によって担われており,とこで 

は，出就ロへの粘土づめを行なう' ^ クド，ガンが導入され閉口作業は機械連転労働となったが*そ 

の他の炉前整備, 開口，溶流錄鉄処理, および鉱淳処理などの作業は依然としてシ3 ペル，鉄棒 ,
ひ1)

ハツ一などを用いての筋肉労働でちった。しかもマ ' タ ド，ガンを用いての作業はr熟練程度の最
(12)

も高いものJ とされている。また, 蒸気機関から電動機への転換は，鉄銅業の装置体系発展にと 

っても決定的に重襄な意味をもっているが,以前汽機運転職と呼ばれ蒸気機関の連転にあたった機 

械運転職が1934年時点の鏡鉄部になお多数（104名，魏鉄部職工の10.8%‘‘‘ ‘" 第3 表によを, 以下同様)存 

在することほ，この面での機械イヒの進展の程度を示している。最新鋭の洞岡:E場の原料設備におい 

ても，装入物捲揚機 (倾斜スキップ式）は電動機自体で速度調整ができないため,電動機の回転数を 

ギャ-^«^よって操作しており， r；g 介視J されている。また送風設備においては, ターボ• プ XT—  

は 「未だま動的に調整出来ず手動にて操作してゐる。….，.若し運転手が注意を怠りたる時は，支障
(13)

を来すは明かでf cるJ という状態にあった。 V

っぎに, 製鋼部Pラにおいても, 1932年に着工し3 5年に作業キ開始した新第1 製鋼:！: 場(傾注式塩 

基性100トン平炉4基，S00トン予備精嫌庐r 基）を中心に大型化, 製銅能率の増進,本格的な溶錄紘石 

法の実施等がはかられたが，機械化という点では製雜部門より一層遅れていた。第 5 まは，1943- 

44年ら作成されたA 幡製鉄所教育局編『作業教範操作票く製鋼編: によって,製銅部門の最も 

中心的な作業である平炉作業（精練:!:程）をみたものである。これによれぱ,機械が使用されている

注（6) アメ 力でも1000トン燈鉱伊が山現するのほ1925年頃のことで，イギリスでは1937〜8年に、、たってさえ500トン 
はわずか一つに過ぎない（小鳥精ニ*■鉄细業論J 1943年，pp. 211〜2.参照〉

( 7 ) 前掲 f 日鉄史J P. 252. ,

( 8 ) リ\幡製鉄所五十年誌J 1950年，p‘ 80.以下> 五十年誌J と略称するレ

( 9 ) 同上 P. 83. ■
(10) *•八幡製鉄所;I：場労働統計J (1934年版〉により算出, 因に, 束田:!:場と戸畑工場よりなっていた1927年の魏鉄部で 

は原料職が27‘ 1%電機運転載はa がであった（同上, . 1927年版に-より算出)。

(1 1 )坂ネ和一̂  •■独古段階における独苗的• 資本制的生ま様式の形成ね)J («■&命館経済学J Vol. 20：No. 3) ’ p. H i . .
(1 2 )労働省職業安定局編*■職務解説第1タ輯く鉄lii練業〉J 1948年, :凡例およびp .126参照。

< 1 3 )松馬覚郎r洞間馆鉱鼓働こ於て改すべき諸点J (A幡製欲所編*■製魏部作業概要J 1939年〉ゆ, 10〜3 よ}),
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のは，裏壁修理（苦灰ニドゥマイト投射機) ， 原料装入，懷 雜 装 入 （幾入起重機〉， 装入口石灰置（石 

置機)， 出鎭準備 • 鋳鍋弓I離 (鋳鍋起重機）め作業のみであり， 他の作業ほスコップ， ツマへル, ハ: 

一ルなどを用いての筋肉労働である。 しかも，個別操作票によれぱ装入口に石灰を置く作業は実際

にはスコダプを用いて行なっていたようセちる。また, ドロマイト投射機は1942年 9 月，日鉄広烟
(14); >

製鼓所ではじめで実用化されたものでり，当時ル幡製鉄所ではまだ試運転中であった。装乂起重
' ひ5)

機はすでに昭和の初年にほがなり使用されていたようであるが, 1 ^ 34年当時はまだかなりの原料職

(被名 , 11.1% )が存在しており，このととは運搬職（153名, 5.膽 y , 雑事職 (1!5名， 4. 5% 〉が比较 

的多いこどと相俟って機械化の不十分さをましていると思われる。 . ，

さらに, アメリ力などでは「1920年代以降おいては鐘々の計測器や試料分析の手段が体系的
(16)

に導入され, しだいに科学的基準にもとづいて修正作寒を進めるようになっJ ていたが，日本でほ 

Alps製鉄所.といえどもまらfc <：不十分であった6 たがって，依然として「かなり長期間の経驗に 

よネて蓄積された洽金に関する知識と技能を基礎とする高度の熟練)」と, それに^もとづく判断を必 

要としていた例えぱ，炉況観察においてぼ，冗斯通入量, 瓦斯通過状況, 冗斯燃糖状況,:煙突廃 

気の負圧, 原料賠解状況* 赌细め高さ，鋼淳の状说，炉内外9 損傷状況, 熟,:^内の附属設備の 

状況ぎを観察するが，使用する器具は紫色眼鏡と冗斯通過度負庄計のみである。しがも,注意事項 

として r冗斯速入量及負庄観察ハ必ズ萨内ヲ萌キ舍庄計ノミニ頼ダヌコトJ とされている。また， 

試料め採取および鑑定は「相当ュ修練ヲ必要トスルJ, 「経験ト研究ヲ重ネ熟達スルムトガ必耍デア

ル」とされ，鑑定にあた0 て は r操業上肉眼ュョル温度及質ノ鑑定ハ必耍欠クぺカラザルモノJ と 
(18) 、 ‘

されている。 ■ •

庄延部門についてみると, 1925年第 6 分塊工場にイルグナーセットが設置されて以来,それまで

の蒸気機関に代って急速に電化が進められ, その結果ロールの正•逆転の迅速化，JE延速度の自由
(19)

な調節が可能となり，急激な負荷の変動fc•よく耐克るととができるようになるなど,、動力の電化と

いう点では第一次大戦後り世界の大勢と変ることはなかった。 しかし, 1 920 年代以降のアメ I)力

では相対的高貧金への対処と急速に需要の増加した自動車用銅板の大量:生摩のために，迅速化，連
' (20)

続化 ‘♦ S 動化の努力が進められ， 1934年頃からストリップ，ミルなどが急速に普及I X V 、た。 A
‘， . . . . ノ ， . . ，.

幡でも戸烟ストリップ，ミル工場が1936年に着工されたが，作業を開始したのは.40年のことであ

>±(14)村ffl厳 《日鉄製網課長）r ドロマイト投射機に就てJ (f鉄銅統制J VoL 3 No. 2,1943年含月pわ.33~4，もゥとも， 

その後i 年-位で急速に普及した（谷闕衛鋼作業の機械化(2》j, 鼓鋼統制J VoL 3 No.10,1943年10月 jp‘ 26).
( 1 5 )吉川平喜r本邦敷網業の発達及現状J (*■鉄と鋼J Vol.16 No, 5,1咖 年 6月）P. 500参照*
(1 6 )坂本和一r独占段階成な期の資本制的労働過程一鉄鋼の場合—— j (r立命後経済学J Vol.18] No. 2 * 3, pp. 116-7.
( 1 7 )同上，p. 138,
( 1 8 )八幡製鉄所教青局編**作業教範操作票く製鋼編> j  No, 20-41,1み17による.
( 1 9 )前提*■ロ 鉄史 如. 546, 550, 553,ほ!十年誌 JPD. 112, 110,125 参風

( 2 0 )前揭小岛f鉄鋼業論J PP, 239ぺ 6, 610参照し > ,
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り，しかも戦時下にあってその本来の効果は発揮やきなかったとぃわれてぃしたが力 't：, 全体 

としてはな <̂̂ プル，オ - •バ " 式ぼ延を中心としていナこ。そとでは銅片の加熱状況とサイズの判断や 

ロ 一.ノ下率の判断が , 基本的には直接に躺片の色や♦ネズの目による翁察や圧下ハシドルの手応 

えによって経験的に果たされており，庄下ゲータなどは袖助的な手段とされてぃた。まナこ,銅片あ 

ロ —ル 力 、み込まぜるため>の補助作業も，やはりかなり襄期間にわすこる経験の蓄積を必要とする高 

熱量筋肉労働であった。 ；

以上の考察によれぱ, 1 ね0 羊代のX fS l^缺所におぃては, 装，め大缠イヒや動力の電化☆ぽじめ 

機械化もある程度進展した終な■ 時のァメリカなどに比しても本格的な機械化^̂^̂

点では大きくおくれてぃた。し た っ て ， 力では溶鉱職，製鋼職，庄延職等の基!^職種を中心と

する多数の熟練労働者およびギれへの養成過程にある未熟M労働者を確保してぃなれぱ£ らなV、
■ , - . . .  . . ' . ，’

とともに，他方では，やはり多数の不熟練労働者を必要としてぃたのであった。機械化の進展とと 

もに機械運転勞働などに従拿する半熱練労働i ，もかなり増大してぃるが，基幹的’作業部門におぃて 

はなおホ心を占か;^にぃた::yておらず, しぱしぱ機械自保の.発展の不+ 分さによってそQ 操t o こ々 、 

なりの経縫を必要としてぃた。そこで，八幡製鉄所では主に高參小学校羊'なぃし尋常小学校ギのさ3 

第i 図 Aiji製鉄所職工の動絲年数別平均日給歳前後の男キ. ぃわゆる‘ *■兵隊帰りJ を揉用し作業

現場で先任の労働者の指揮，藍督の下に具体的な労

働を通じてみようみまねで技能，，熟練を身につけさ
• .. . ‘ . ■ ■ . .

せるとぃう方式をとってぃた。1934年における職工 

総数中, 高/J、卒は 46 ,3% , 尋小ギは 2 9 .  t% を占め, 

雨方の中退者も含めた合計は85. 5% にも達してぃ 

る。他方, 職工養成所 • 教窗所卒業生の割合は1934.
...' '.，、... ■ ■：. ..《23》ぺ’

年で 4.6% , 38年でも4. 5% にすぎなぃ。

また，23 歳前後の男子，「兵塚帰りJ を採用する 

のは，ぃうまでもなく，高熟j 翁肉労働が多く)

りの体力を必要とするためであるとともに,韋隊
: , ；マ: . . 園 . ( 2 4 ) .

おける r精神的陶洽y が考慮されてぃる。ぎらに， 

ノ\ 幡‘製鉄所では旦製缺所内の:!:揚に入職しチこ職 

ェは, ' . ….，述年齢満如の5 5 歳迄は原則としてそ

(1936年)

(P3)

1年 5年 10ギ 1Sギ 20年 25年 30年
' C勤棘年教）

CiUF/r) 幡製鉄所工場労働統奸J (1咖かこ)により作成。

M21)  *■現代日本jま業発達史iv<鉄鎭> ^ ゆ69年, pp. 359- 60. 有広已線 *■現代日本産業講座n< 鉄鋼

業付非鉄金厲鉱業1棘 年 , P，68'参照♦
(2 2 )前掲坂本J■独占段階におみる独自的，資本制的生産様式の形成《3》j PP,146-57 M ,
(2 3 )前掲《7、幡製鉄所工場労働統計な934年版）およびf■八幡製鉄所労務概要J (1938年版）による.
( 2 4 ) - 田若雄》•日本労働協約論J 1961年，PP. 70~5參照。
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第 6 表 A 银製鉄班の勤繞年数别職工数比率および摩業別

就業年数別労働者数比率(男職工，男子労働者のみ)

勤続及び 

就業年数 ‘
A 幡製欽所 金 属  

エ 業
機械器 
具工業

精 巧  
ェ 業

紘 織  
ェ 業

線 数 '
1932年 1934 年

針 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100 ‘0 100‘0
•5年未満' 18.5 10.7 38.2 39.1 39*6 47.4 38 a

5 ~ ゆ 29.2 31.2 23.6 18.4 20.5 26.7 22.6
10〜14年 29.3 25.4 15.5 13.8 15.5 15.3 16.9
15〜19年 14.4 21.9 12.7 13.8 11.2 6.9 11.2
20'〜ね年 4-. 5 5.9 5.5 6.9 6.0 2.3 5.6
25〜29年 3.8 4,3 2.7 4.6 3.8 0*8 3.3

3 0 - 0.3 0.6 1.8 3*4 2*4 0.6 2.3

( m  I)八幡製鉄所以外は 
1933年の数字

2 ) 産業別の線数は,，i i場産 

業以外も含む。
3) 八幡製鉄所は動続年数に 

よる。他は「就業年数とに 
よる。ととでいうr就業ギ 

数J とは,?最奴を；！:場に働 
，き出して力、ら現在までの年 
数 （中途で：]:場をキめたと 
とのちる場合はを期間を 

差引きy でももから,それ 
ぞれの産業に|̂ め̂から轉業 
していたととをホすも力

，，はない/ .

〔出所:1 1 ) 八播製鉄所は， ■̂同ェ場労働統計』1932年ぉょぴ34年の各版にょ ?̂算出。 ‘
2 ) 八幡製鉄酌JI外は，ま喜■日本工業労働力論摩説J 194禅 ，>こよる• 原資料は*■労働統計実地調在報告

の工場で働くこ と に な つ い た が ，第 3 表および第6 表によれば, 1930年代前半においては平均
，. ご..： i > ■ ■ . .て. . . .

勤続年数も高く，一般的な水準からみても勤続年数の高い労働者を多く確保し，企業内定着率も-^
(26) I

定の高さを保っていた

このような状態の下では，上述しナこような労働力の確保• 技能の養成の方き：も一応宏定的なもの 

す，りえたのやある0 しかも，それれ1921年に職:！:初給が無経験者につき1 R  2 0銭に練一されて以
(27)

来 , 1 5 年間もこの水準で据え置かれていたというま実に加えて, 第 1 図にみるように日給（本給》 

がこのような低い水準から勤続年数とともに漸次上昇していくという仕粗みの下では，すぐれて低 

賞金政策としても機能しえたのであった。すなわち，上記のごとき体制ぱ，挺にみるようにま々な

非合理的な面をもっていたのであるが,このような意味では一定の条件の下で企業にとって合理的
. ： ■ ■ , ■ .

たりえたのであって，こなにその本質があっためである。

ころで，このような体制においては，技能養成のK 任を先任の熟練労働者にゆだねざるをネず, 

動作研究，時間研究などが行なわれなかっことも相俟って，與場での技能養球:過程は合理的 J, 

r科学的J な.ものとならず， 企業は十分にそれを掌握することはできなかった。そP 結果,，いサゆ 

る技能ないし熟練の「基準」なども不明確なままであり, ひいては作業管理なi *に関する企業の掌 

握に対する制約となっていた。IWO年当I fk i続 32 年の労働者けなわち I928年入職）はつきのよう 

に回想し't いる。

r昔は職務序列め上の者が下の者に作業の仕方を教えることをなかなかしてくれなかった。技能

注(2 5 )お；.下俊作鉱わプと共に四Hパ{ i j1943年，P，4 .なお，同書は宿老白石竹松の伝記でもる，

( 2 6 )なお，鳥I別#雄 r年功制の史的故についてJ (『だ(II学会雑誌J Vol.61No. 4 )参照♦
(27) 同上 P 64* ：

( 2 8 )力、つて，192レ印.に與海軍;！:廠長伍觉i|£雄氏は，当時の金属機械:C举にゥいてr悲しい哉,日本の鉄工業の現状に於 

きましては..‘‘‘.動作の明究, 時間の研究を5^ す々る資格はないJ (兵藤剑f 日本にお!^る労資関係の脚f j j i m 部，P- 
426)と述ぺたが，とのことはA幡敷鉄所においてもこの時期までは—; てはまるVと力もった。‘

• .， . . . .  ‘ ' 
— 34(74り） - —
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mm

ェ 場 課

給 キ 課

福 利 課

第 7 表労務部や組織 (1932年）

' 取 綺 係 所 内 J&：綺 •労働ま動等ニ関スル事項

安 全 係 エ 場 危 書 防 止 ，清深 ‘ 整頓等H関 ス ル 事 項 , .
身 ‘ 分 係 職 工 ，傭人ノ採龍. 定員0爐等ニ関スル事填，

職 失 係 臨 時 職 夫 ノ 供 ;?^，傭入きニ関;<ル3#?填ン

L庶 務 ；係工場課ニ関え# 務 ： ；■,；

調 查 ：係 職 : ! : . 傭八 . 臨時職夫ン給与•ノ調查，基準等よ開;^ル事項

計 算 ；係 職 ; dの給与評禽等ニ関スル事填 ： ’/ ' r
職夫給与係臨時職失ノ給与等 ;=■開 ス ル 事 填 ; ；

，庶 翁 ；係給#課ニ関スノレKk務 i ■
福 利 ；係福利鲍設ニ関スル事項 :
想済# 舍共済組合財塵ノ速用及貯金並生命保険料, 取次-等ュ関スル 
K 金 係 事 項  ； I ■

i  ^ 食 共済組合給付^ 貸付等ぎ開スル3i潮 i

教 脅 所  

[芦畑労務掛

給 付 係

藉ぜ言: ^ 暴健康保険法ニS クイ呆険等ニ開スルI

ま ^ 従業貝ノ生活必需品等ノ購入分照i •閲Xル，項 ,：

庶 .務係福利課ニ開スル庶務： i
従業ノ教育；関スル事]^ ^； ■

，声畑作業場；於ケル労# 事 務 - r
〔注：} 所属職員数は，官費によるもの347人(うち兼務者23人)，共済組合および同購買部費によi もの94人*
〔出所：I 『(A幡〉製铁所労務概要J (1932年〉による。

• ' ； •- ■ ： ' ： - . ■ ■■•'.. ...ニ‘.......... ... .....-,
得のために必寒な年数# 長かった-^つの理由はそこにあった。昔だゥて教えてくれれぱもっ 速 

マスター'*^き^：1だろう，…，.‘き時の扭長や伍長などは，自分の習得した技能をなかなか後輩に教え

てくれず, 満期1Cなゥて辑職するときは，それまでに彼らがためて、すこデータ類まで一緒にもて
:.， ..- ♦ . . ，■ . .‘， ，. . .  .

退職していくので, ちと}̂こ残された者は，またはじめから苦労していかなければならない，とい3

具合であゥねム
..‘ .：■■ - ： - - - ,■

以上の検討を通じて, 当時の現場労働組織において熟;^労働者がきわめて重要な存在であったと 

.とが分る。すなわち , 第 1 に，機械化の不十分や動作研宛，時間研^究などが行なわれなかったこと 

.など!̂こよマて，ぎ際の作業二ぎ働過程において経熟的な技能，熟拭は決定的な重要性をもっていた, 

第 2 に，熟練労働者は実M的な技能教育の権限をもゥていた。 したがって，第 3 に，現場の労働集 

;刚こおける指揮• 監督労働においても実際上熟練労働者に大きく依拠せざるをえなかった。もちろ 

ん 19Q7 年の棘-^的な職工規I^ijp制定以降，m o 年代，20 年代を通じて労務管理件制の整備,集 

中化の琴力が続けられ--定の成果も生れていナこ。I932年労務部の組織についてみれば第7 まのご 

とくであをん，た，1931年 2 月以降，T O の奨励割增轉赌 , 功程私制度Oti来 高 •軟 を 発 展 さ  

せ功鶴割増私制度い、々 セー式ぉよびロ- •ヴン5^0を遂次樊施し貧金管理を通じてめ生ま能率の増進
' ..' (3 1 )' ■ ：. - レ；.‘.：:

がはかられていた。しかし,やはり直接的生産過程における労務管理にとって決定的に重要であハ
 ....，....................  --；----------------- ! ■ n   ---- 1----------------- .一■■■■■■■ •...... .................. '

注(2 9 )明大社研編《•鉄網菜の合理化と労働J 1961年ンp. 63, ' :
(3 0 )鳥旧前揭識文卯‘ 5レ 7 ,および兵藤前揭書1).434〜9 参照♦ ,
(31) 前掲 f五-NP誌J 如‘ 252-3 参R   ̂ -

~  35(741)—  '
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第 8 表各役付職 :!;に任用されるまて’め勤統年数別職工数 (単位：人>

勤続¥数 長 組長 エ長 病老 勤続年数 伍長 : 組長 - J U ' i s : 宿老

1 年来満- , 3 8 3 •X—« ；■
18年以上 31 19 ■ 4 . 1

1 年以上 41 ■— — — -— 19 年 // 28 : 22. 10 1

2 年..が 33 2 一 , • — 20 年 ，， . 15 20 16 一

3 年 1， 39 2 ■ —* 21年 1， 18 23 14 —

4 年 " 75 6 : 一 一 22 年 II 12 18 20

5 年 " 78 8 7 '*— 23年 n 7 .1 7 9 ----

6 年 « 100 10 1 . 一 24年 n 3 16 6

7 年 ." 107 4 .一 園 . 25 年 // 1 11 8 1

8 年 が ： 113 15 1 26年 » ‘ 8 9 2

9 年 " 1S7 12 2 一 27 年 11 T 2 9

104* U 141 10 3 一 28年 /' 一 6

11-年 // 142 14 3 ■ 一 29年 ,， • ■

12 年 II 164 .1 9 1 ■，一 30 ザ' n 1

13年 " 122 24 6 — 総 数 1,697 392 144 5

14年び 88 24 . . 2 ： 4 月 年 ^ 年月 年 n
15 年 '， 69 28 1 , — 平均年数 10* 6 16* 3 20 .6 23-4

16年 V 58 29 3 . ' — 最磁年数 0 • 1 0> 1 5 - 2 18* 6

17年 " 37 26 2 — 最長年数 25*6 27 , 3 30*2 26‘ 10

( 出所) 『(八幡) 製欽所工場労{動統計J . ( !932年) にょる。

たのは，まず熱M労働者をいかに掌握するかということセもった。A 幡製鉄；̂は, ' 厳 格 な r資格制
f . .； ' • . I . ■ニ.：

f e j を設け, 熟練労働者の主要部分を稳考, 職長, エ長, 組：̂ 伍長などの役付勝:！:に任用すをこと 

★ 逾じてま握じょ.うとC た。例えば，1934年の# # 職:n 1 人当りの普通, 工数はかね人であるが ,. 

甚幹職鍾セある^ 辕職'の填合は3 .19 A , 製鋼輪の場合は '3. 4 4人であった。またそtp任用に•ぁたっ 

ては, 学-歷，勤続年ま, 技能 , 管裡能力などが評価項目としてもけられているが，実際には,ょり 

上位にある役付職工や工場監督とょぱれる技師などの職員にょる主観的な評摘が重きをなしていた
' . 【. * ' ■ ' ' ' • ■ ' ■ ■ ■ ... . . . ' . ，I .

なお , 入職後役付ifeエに任用されるまでの勤続年数についてみれぱ第8 表♦ ごとくである。

' 最後に，力v o x 山田盛太郎氏が r盧獄部屋労働形態に甚藤をおく労働力の辦制と統轄J なる規定 

においてま視された職夫についてみてみょう。職夫は^ 缺所fe定め職夫供♦人を蓮じて作業の必要 

に応じ日 t々 t i される勞傳I者であるが，1935年当時では1 日の使用人員の最高はI3, 900 も達

していた。その所要人員の決定は製鉄所の各部において行なわれ,工場課を通じて供給人に命令さ 

れのであるが，実際にその人員を決定するのは琪患の役付職土等であった。職夫は，その労働が 

あれと大差ないか，あ’るいほょり责酷なものセあったにVかかわらず/  部め播定牆夫も除. . . .  • . I. . .. ,  ̂ ‘ .. ■
いて功程割增金も支給されず，まだ共済組合への加入もできな '̂ 、# , 劣悪な労働条件の下で俾(かさ 

れてぃだ。また, 職夹は-^般に職夫合宿’所ないし専属下宿屋に収容され,逃等ね際しては暴力的

注(3 2 )前掲 *■八辨翦鉄所工場労働統計J (1934年版）にJ :る《

( 3 3 )任用条件に'0 いては, .藤旧前揭書pp.マ6 ~ 7 参照,
( 3 4 )山m路太郎*■日本資本主義分析J 1934 if, p. 149.

$6(742)
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戦時体制移行期における日本鉄鋼業め労働力編成と労き統轄

第i 図 A 幡梨鼓所Iこお1:1■き振:!: ‘職失の增ま
(35)

1920 21 22 ふ！̂广ゴ厂2Vま-2すま 
〔法;）1920ギを100とする指数。

Wi所）*■八幡製鋼Tf五十ギ誌Jig.so料J.まミより作成レ、

制栽をも含む酷じい統轄をうけている。 しか 

も，第 2 図fcみるごとく職工に_tbして滅夫め 

増減の辦ホ辩よきわめて大きく，その就業はま 

っP  く〒家定,不規則であり, 停滞的過剰人 

ロ の 後 を 明 瞭 vt示してい|6シ以上の简単 

な檢討によ-:i ても，.職夫制度なるものは， fc  

んIこ多数め不熟練労働者の必要から生じたも 

:のセはなく , t f しろそめ本貧が労働者の差別 

:，分断に★ るまm の政策☆ あるとともにL, 低

賛▲ の政まであるこiとが明らかであろチ„ か
. •  . ■ ! \ ■ ' ... ' , .
くして, 職夫制族は；A 幡製鉄所9 労務統轄に 

と力て決定的とも'^でえ:?) k ：ど董要な柱^^^あつ 

たが, 他方では，労働運動の昂揚期などには 

しぱしぱ労働組合によってその待遇改善ない
ハ 《37)

し鹿止が要求されその存廃が問題となるなど. 

「アキレズの赚] となる.可能性をも有してい 

たのであるレ ■

3， 鉄綱増産め国家的，軍事的要請と労務統轄における困難の增大’

- . . ；. ：.：...、 ..： / : ' - . 、'て.； ：. . . : . . ’ '.， \ .,-

1929年の世界恐慌によつて大きな打撃をうけすこ日ネ資本主義は，3 lf^の r満州事変」および金輸 

出再禁止を樊機として, 單事侵略と経済め草き化, インヌレ政策, および為#ダンピングを利用し 

た輸出の園復によゥで, 欧米諸国よりも比較的早iiiに恐慌から脱出し, 以後A 速にf e趣した。:その 

中で, 鉄鋼業もまた fかうした輸出景気と軍需梟気との両側面からめ好影響を満嚷して，俄然繁忙
.(38) ' . ,，-' ；

を極めるに到つた丄が，その発展は第3 因にも焦られるように與鋼，庄延部門の飛躍的な発展tこ対

する製鉄部門の相料的な立ち遅れという従来からb 日本鉄鋼業における波行性‘ 転御性，.すなわち

ま( 3 5 )輪本能ね利’r本邦製鉄労働新射J{説(3b (他会政策時報J No,.66,1926年'か’月),.'.，および.*"日末労働3®動史料j 靖7 
ン眷 , 19お年，]pp. 130-^21こよん ぺ

(36) ルクスr資本,翁邦訳大月‘書店版，第1巻第2分冊pp. 837〜8,およが無jil俊雄r日雇.臨時エJ (大河内.隅谷 

JT*■日本労働者階級J1S55糊 収 ）参)I . .

(3 7 )例えば, 力VOて(《；給人組合と字を幽今で、たといわれる共同研究金の後身である日本製鉄労働紐合迪合会（鉄速)で  

さ免も* 1931年.8月め緊急中央委貫会においてr供終人組の廃止を求んまた指定夹の即時赚:Dこ採用方と現場もtf 
走の賊首絶対反対J を满银^致で决議しているの*t?ある（*■敷鉄'労働者i  Wo‘ 1 ,叙述機関紙通巻No, 52,1931年8ガ, 
pp. 60〜1)。 ‘..

(38) r日* 鋼管株式全社まト年史J 1942部。P. 72. , /

—  ̂ 37(/43) ~ - ~
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第 3 図鉄鉄および编材<?>生産推移（内地）

がトン） 
600

構造的脆弱性を,むしろ促進しつ
(39)

つ行なわれていたのである。餅鉄 

と粗鋼の生産比率は1936年には 

100 ： 260となり，鋼材のS 給率は 

1931年の89%から36年の 107多へ 

と上昇したが，他方魏鉄のま給率 

は31年の73%から36年の69% へと 

征卞した。その間屑鉄の輸入は31 

年め約30方トツかられ年の約150 

方トンぺと5 倍をこ激増：b ている。 

しかも，鉄鋼業は一国の生産力を 

測定する指標た.りうるとされ，ま 

た戦略物資とじて重要視されてい 

たが，1936年における日本の粗鋼および鉄鉄の生産高は, .それぞれ565 万トンおよび292 万トソで', 

プメリ力の9分の 1 と11分の 1 , ドイツ ‘ ソ連の3 分め 1 と 5 分の 1 , イギリスの2 分の 1 と3分 

の.1 にすぎなかりた。さらに，飾鉄のポ前年増加率をみると， 咖 年 の 42,1 % を最高に，34年の 

20.3%, 35年1Q. 4%, 36年5. 3% と顕著に伸び率が低下しているレそして，1936年めニ  ♦ ニ六事件 

☆ 契機として軍拡財政の方向が強められると:ともに,鉄鋼需要もまた急増し r鉄親飢謹_1の声力、尚 

まり, 鉄鋼価格は急騰するにいたクた。.

第 9 表 1941年を目標とする各增産案（単位：万トン）

192627 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 (年次〉 

(出?:/r )商:！:省金属局® **製铁寒墓碑資料j (194禅 8月調查)により作成。

魏 数 细 塊 庄减细材

1936年生産実績 

小 川 案 (193(̂年7 月） 
tf：堂 案 (1ね7年3 月） 

吉 好 案 (I937年 8 月） 
企画院案(1938年 3 月）

200
440
517
775

1,250

507’
600
623
915

1；200

426
500
550
832

1,100

かくして，日本の当局者は抜本的な鉄銅政 

策をと? )ことを余儀なくされたのであるが, 

それは1936年 7 月の小)II商相による「画期的 

鉄鋼S 策 J をはじめとする^連の鉄鋼増産計 

画 (第9 ま)，鉄鋼業の国家統制とそれによる 

魏ゆ- *貫体制の確立を意図した19さ7年 8 月の‘ 

「製鉄事業法J , および日本製鉄以外の企業へC出所〕 有沢成已編巧!代日本座業講座i n ,1959年j p. 54による，

の高炉建設の認可などとして現われてぎた。その中で , 従来の日鉄中心主義は—応形式的5*こは修正

，て藥界を支配する趨勢は今後とも独イじされたのであるが, 小川商相案において r 日鉄がま力をもゥ 

す ! ！)」とされ, . また伍堂商相案においても1941年度の鎌鉄供給計画500方トン中，日鉄は425万ト

法( 3 9 )小岛精一編r鉄銅経済読本J I 1937部 , pp. 61〜2 ,信失淸S 郎 『日本め資本主義J 上194S年, pp‘ 151〜8など参照，

( 4 0 )以上め数値は, 瓶!::省金卸a 編製鉄業参考資料J (1943ギS 月調a^)によケ算出した， ‘
( 4 1 )前揭日鉄史 P. 70., 、

( 4 2 )鉄鋼報is会編销総览 J (1940ゴ{1度版)，P, 500による。但し, 満州および朝鮮植民地分を舍む数学，
* - J

- •  3 U U 4 )  .
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第 10表 A輔數钱所鉄钢生ま高および労働者1人当リ生産高

鎌鉄A 対前想増加率 鋼塊B 対前年培加率 ，鋼材C 对前年梢加率 職工+職夫D B/D A+B+C/D

1926
，トン

654,079
。ふ

11.7
トン

979,639
%

13.5
I'シ

732,251
' %  

13.4
人

22,794 43 104
1927 734,839 12.3 1»054,061 ム6 830,030 13.4 23,045 46 114
1928 831,845 13.2 1,160,095 10.1 937,153 12.9 25,008 46 117
1929 781,002 一 6.1 1,335,246 15.1 1,059,815 13.1 27,422 49 116
1930 823,669 5.5 1,156,768 ^13»4 889,756 —16.0 25,572 45 112
1931 655,571 —20.4 993,813 ^14.1 822,557 一 7,6 21,404 46 115
1932 785,351 19.8 1,347,040 3^.5 1,099ン08 33.7 22,476 60 144
1933 1,067,529 35.9 1,591,125 18.1 1,264,871 15.0 24,846 64 158
1934 1,21；2,539 13.6 1,743,205 9.6 1,434,995 13.4 26,830 65 164
1935 1,307,967 7*9 2,003,853 15.0 1,603,396 11.7 32,681 61 150
1936 1,355,257 3,6 2,132,184 6.4 1,725,170 7.6 32,808 65 159
1937 1,475,257 8.9 2,230,218 4.6 1,757,388 1.9 43,366 51 126
1938 1,604；501 8*8 2,374；848 6.5 1,946,623 10.8 44,980 53 132
1939 1,751,223 9.1 2,393,252 0.8 1,977,135 - i.e . 50,189 48 122
1940 1,681,549 4.0 2,381,576 - 0 . 5 1,927,165 - 2 . 6 49,617 48. 121
1941 1,735,104 3.2 2,449,428 2.8 1,935,651 0.4 46,932 52 130.
1942 .1,761,613 1.5 2,382,319 一 2.7 2,029,094 4*8 48,564 49 127
1943 1,663,610 ~  5.6 2,387,659 0 ‘ 2 2,001,484 一 1.4 52,683 45 115
1944 1,132,374 ~ 3 1 .9 1,700,171 一 28.8 1,324,155 -3 3 *8 57,250 30 73
1945 205,010： - 8 1 .9 401,534 -7 6 *4 256,305 一 80,6 30,068 13 29 ,

卷末絲計により作成。〔出所) *•八幡製姓所5：+ 年Sii
' (42y，. . ： • .

ンを占めていることにみられるように，なお日鉄は最重要の位置におかれていることに変りはなか
. . . . . .  _ . . . . .  • ■ ，. ； ‘

った。そして，とれに対応して日鉄't a ,  i 936年 4 月 に 新 た に •■享業拡張吏新計画L iが策定され 

け月に発表〉， 41年 5 月ま’でに飾鼓470方トン，ま塊 400万トン ， 鋼‘材 320方トツの生産能力を目標 
ご43〉

とすることになった。これは従来の計画を改訂し， 目標期限の短縮と規模の拡大をゆかっナこもので 
. (44)

あるが，そ れ は 直 接 f軍部の要求」によるものであった。 ‘ 

ところで, 以上のような情勢の下でル幡製鉄所にか^^られる期待はきわめて大きなものがあった, 

と考えられる。なぜなら, A 幡製鉄所は生産設糊などの技術面はもとより，職制から貧金制度にい 

すこるまでの経営管理機構においても日鉄内の中心であり，つねに模範と’されていたぱかりでなく， 

1936年れいた:ってもなお钩鉄生産!??:おいて日本全国の6& 6 % ,同じく粗鋼で42. 6 % ,鋼材で40.3%
(45)

を占めており，日本鉄鋼業全体を左右する位置にいたからである。 し か し A 幡製鉄所においても
• • . '• ■-

第10表にみるごとく，1932年以来孰鎭生産は急激に増大していたが，対前年増加率でみさと魏鉄ゃ 

は35年頃から鋼塊 • 銅材では36年頃から急速に低下しており,生まの増大が一つの限界にしつつ
.，v . .  ' . . .

あった。きた労働者1 人当り生産高も1934年以降停滞的であった。U たがって，当時A 幡製鉄所で
‘， . . . . . . ，

は日鉄0 生産力拡宠評画こもとづく新設備の建設に取り組むことはもとより，経營管理の改本ニ 

注(4 3 )前掲*■日縛史J P： 6 9 .なお0鉄の全国に占める比ポも鉄跌89%.銅塊83?^,銅材10%と撒想された, 
(4 4 )前揭、ダ鉄鎭総覽P. 502参照,
(4 5 )前海*■製鉄業参考資料J より算出. .

. / ：   -/ ， ■ ，， . ■

—— 3 9 (7 4 5 ) —  .
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第 4 園 A 權梨鉄新の勸链年数別職工構成め资遷

1927ゴ

1200 800 400 0 400 800 .1200、人)

1D32 年

1200 800 400 0 400 800 1200 (人）

1934ゴf

T^O  800■ 400 0 400 800 1200 (A )

1936 ギ

—  400 800 1200 1600 200(T(A)

t山所〕 *7\幡製鉄所工場労{効統評J 192徘 ，1932あ 1934ip, l936ip, 各版により作成。
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戦時体制移行期fcおける日本鉄銅業の労働力編成と労務統轄

その上，第 2 如でみてきた労働力編成および労務統轄にとっても重大な間題が発生してV、お9 で 

もる。その第1 は , 労務統轄の重要な柱でもゥだ職夫制度の問題でもる。すなわち，第 1 表によれ 

ぱI932年から34年にかけての労働者数の増加ははとんど職夫によ'るものであったが，職失数は35年 

をピ- •クとしX それ以降減少に転じているのである。し力、も，当時いわゆる r臨時H：問題J が社会 

間題として注目され, またお铁所内でも日本製鉄従業員組合および日本廣業梦働協進組合が職夫0  

待遇改# の要求を出し/ 製鉄所懇談会でもとりあけられるという状況の中で, 35年だ•は指定職夫制 

度の廃止および職:t への切替えが発まされている。また, 37年には臨時職失の多くが:n場法適用の 

関係ももって定湖エとして再編成されていく( 4 # ,いずれにしち，このような卒態はA 幡製鉄所の=4 

来の労務統轄にとって一っの重大な困動!を意味するもめに他ならなかった。

っぎほ，職工の勘続年数别構成にも’大きなま化が生じすこ。すなわち, ' 第 4'図をみると1920年代に 

はぞ況による職工採用制限の影響もみられる力♦、, 一•応ピラミタド型が保たれセいたレしかし1931,2 

年にほとんど揉用がなかったこと，および35年から36年にかけて大，の職工採用が行なわれたこと 

によって, それは大きく变形した。その結桌，36年には勤続5 〜 6 年を中心とする膚カ極端に少な 

' く，勤続 1 〜 2 年層が箸しく肥大化することになった。 しかも, 以後生産坡大を続けようとすれ 

ば，このような條向が一層強ま:ることは火をみるよP も明らかなととであゥた。事実 , 1936年には 

33‘ 4%：t：、もった勤綺5 年未満層が37年には36.1%に，38年には48. 8%, 40年には59/4% になってい 

る。ますこ♦ 役付職:C 1 人当りの普通職工数をみると，36年ねは全体で7. 6,0人，館鉱軸で4 ,か人,製 

鋼職で4. 57人となっており, 3 7 年には全体で8‘ 21人になってい(1>〉。このような事態は，第 2 節でみ 

たような現場作業のあり方や労働力の養成•確保の方式にとっ てぱかりでなく， 労務統轄そめも<6 

にとっても大きな困難を生じさせるものであり, 抜本的な対策が必要となっていたのである4

ところで, 第10まによれぱ，労働者1 人当りの鉄鋼生ま量は1930年を底として以後急速に増大し 

3 4 年頃から停滞的となるが，なおかなりの高さ：を維持していホ。他方，第；L1まによってこの間の労 

働時間の推移をみると，1931年以来,超過勤務時間および実働時間数ははぱ一貫して増大しっづけて 

はいるが，それほど大きなものではない。したがって, 第 2 節セみたごとく機械イ匕の成果がいまだ 

不十分であっすことすれば，. この間の労働者1 人当りの鉄鋼生産高の増大は労働激度の増大によると 

とろが大きかったと思われる。ちなみに,当時日本能率連合会常務理ぎであった弁上好一* , 上田武 

人の両氏も193マ年上半期の労働争議の多発の宵景として，物価騰貴とともに, 「ンの梦働力不足一 - 

特に熟i r q において著しい一は自然労働§1化といふ結果をもたらし，労働厳化はさらに法規違反 

件数の増加，炎害件数の増加となつて世人の注意を惹くに至つ(5?J ことをあげている。

注( 4 6 )『八幡製鉄所労働禅動誌J 1励年 , pp. 525〜68参照。 ‘

( 4 7 )前得*7\ぽ製鉄所工場労働統計J (1936#版)，*■八幡製所労務概要J 1937年, 38年各版, およびf 日鉄史j p. 684
, によるか’ -■ . . • - ' .

( 4 8 )弗上好-上 fli武人f能率貧金支仏法J 1939律, P. 184, '

— 41(^4/) -—  •
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た三田学会雑誌j 68卷10号 （1D75年10月)‘

第 11表 A 幡製钱所厳ェ1 人当リ1 日平均労働時間，（男職工のみ)

所 定 時 間 1930年 19314' 1932ギ 19さ3年 19M年 1935 ギ 1936 年
時分 ゆ分 時分 S.1?分. ".'時’分 時分 時分

勤 務 時 問 9.25 9.26 9.25 9 ‘25 9.24 9.24 9*23
休 憩 時 間 1 >00 1.00 1.00 1.00 l.Oo •1.00 1^00
# 業 時 問 8 ‘25 8*26 8-25 8 *25 8.24 8*24 8.23

超 過 動 翁 時 間 6 •16 0*06 0-15 0-31 0*29 0*37 0*37
不 足 勤 務 時 間 0*02 0*02 0*02 0-02 0-02 0*02 0*02
差 引 残 時 0.14 0*04 0-13 0-29 0-27 0-35 0.35

奥 働 時 間 数 8* 39 a *30 '8 *38 8.54 8-51 8-59 8.58

出動11^¥均貧金 - 2.612 ク‘718 2 ‘ 952 3.006 3-157 3-074
实 働 1 時 fl51货金 — 0.307 0.315 0*332 0-339 0*352 0-343

〔出所） 『八幡製鉄所工場労働統計；J (I936ギ）による<

A 幡製鉄所におV、ても, 1936年暮毎日新聞が『共済組合掛金増額必至』と報道したことを契機に反
， ... . . . . ’， ’ . . ■  .， ■ . . -

対運動がまきおこっナこ。すなわち, 日鉄従業員組合ほ翌37年 1 月11日の拡大中央養員会で，「1. 共済 

組合技+'金鱼担軽減猛運動を起すJ , 「2 . 此の1 に徹底的収入増加を要望するJ との方針を満場-^致 ' 

で决定，共结組合赤字封策実養員会を組織して法 ! !；を始めだ} また，製鉄所懇談会でも1 月25日 

の全体会で「共済組合掛金増額絶対反:対と収入増加の要望をなすJ との.結論を出し,取り組みを開始 

した。两者ー体<̂ >蓮動は全従藥員め違動にまで発展し， 2 月10日め職工総代全員横譲会では,全従 

業員が参列l>, r拼共済組合掛金培額会社資担，[祈三割割増本給綴入並に賃金さ値上支給」 とい 

う要求を書いだ長旗ニ旋を携行したi i 竟神社への祈願祭に名を籍りた事実上の示威蓮動を計画した 

が, 警察の介入によりて中止させられた。まだ，職夫も積極的な活動を開始し， 2 月28日の職夫大 

会を開他しだが，約 650名も押しかけるといった盛況で始めちれナこ。 し力、し， 3 月 5 日にいたって， 

当肩;6、ら r躲 fili騰 貴 あ 業 繁 忙 ■よる手当として職工, 職夫に対して来る3 月11日よりB*本給に対 

する 1 割』の隙;時手当を支給する。共済組合の掛金問題は,退職手当に関する服り退職手当法め示 

す通り事業主100分 の 3. 3 , 従業員 100分の 2 とし其他の相 5 ：扶助施設に就てほ従前通りとするJ 

(その結果,段金割合售製鉄所当局が10割増加，従業員側が3割増加の見当になる）とのHI答をえて，運 

励は打ち切られてしまゥた。 しかも, その後7 月 7 日 の r谱清橋- 件J にょづて日^：>戦争が開始さ

れると， 日鉄従業員組合はいち早く r労働報国J を唱え, 国防献金の募集を行なうとともに;「ぎ 

ffl—致の立場より職場の乎和と生廣能率の増進Vこ関する!^主的機関め設l i j を決議するtこいだった。

ともあれ，以Ihめ考察を通じて，1936年から37年にかけての時期にA 幡製鉄所においては，鉄鋼 

増まの要請にもかかわらず,労働力編成および労發統轄の前で深刻な問題に直面していたことが明 

らかになった。このような事態に対他するために，A 幡製鉄所は経営労務管aa機構の改年:ニ r合理

> i(4 9 )前海 *7、幡製鉄所労働速動誌J pp. 560~72, '/Wf敷鉄労I動組合》7 \幡製鉄労働述動史J 上，1957年/  Dp. 59-66, 
および大原社会問題研究所日本労働年鑑J 馆19n . 1938取 pp. m - ^ e 参照， .

42{748)
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胸 J(人sK文极) 臨時;画掛

企 m  ti- 画

〔出所） m m  r製錄部の《 と運; の目標J u \ m m  ^ m m m m A 他神所収) p.? 6、ょ^

注(50) . ゆ脚 Iと連用の目標j (前掲八幡躺13；所 r製魏部作業概要咖年所収) ‘ なね, 浴巧の経歴は半！!明

ケ ヲ で ， ぺ月宵営處止当時化工部第2陶 ？課長；河年含日教発足ui# 業部長，38年頃製《 ン 3d年

~  43(749)
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制後行期におみる日本鉄為業0 労働力編成ダ,嫁絲糖 

化J をま施したと思われるが，そめ内容に力いてほ節を改ナこめてみることにしトぅ

4 . 経 営 • 労 称 管 理 機 構 の 「合理化 J とそめ限界

.... . : , . ， ， ' ' . . . . . . : . : . . '.， . . . . ':.，：
. .. . . .  ■,■-■■'

1937年以降のA l t製鼓所にぉける経営 • 労» 理« \ ^ の改革- r 合理化J は,:同華春の経営管理担 

織の改革を基軸としているのであるが, 挺 来 の の 文 f t ではこめと：とにっC、でIまふんどふれてい 

ないので, まずそC0事実にっいて明らかにしてぉく必數谈ろう。I以下，当||̂ ；̂幽鉄所製魏细長 

で お た 爸 宗 氏 f , 1938年すなわち機構改« 後に熟擎しナこT製魏部の組織と運用の自標」な.,る 

まにょって機構改革の実態をみるととにしょう  ：

まず, 各氏にょれぱ, 『昨 年 （昭和12年) 春 当八幡製鉄所から疚则，輪西の新作寒所に多数の職 

第 6 図 1938年当時のノ\幅製鉄所製辣部理組織因
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第 6 図 1938¥当時の八幡製鉄新製錄部镜理雄银機能因

報 告 線  
一後 fell 

委任権吸‘̂̂ ホ̂' 

■ゆ言及指，:̂

統 jf- m

〔出所〕 前揭谷宗雄r製鉄部の組織と運用の目標J P.77より

員が転出しました機会に職制が変更されて今日の如き機構となつたのでありますが之を従来の組"後 

と根本ま念を比較致しますと，従来の職制は官営当時の儘の部門組織であつたと考へられるの‘でも」 

る。それに対して f当所の新担織を見ますると此# i 戦の観 念 が 識 り 込 ま れ て 居 る も の と 考 

へられるのであJ 1 ^ !それでは，その具体的なあり,方はどのようなも<pであったか。A 幡製鉄所艘 

親'部について，第 5 〜 7 因をホ心に説明してみよう。 ’

まず，部長室は職能的に監察，統計，企画, 寧務に別けられ,：各勝能部員とその補助者とが勤務 

している。そのうち，監察部員は原則的には日のうちの大部分ぼ作業課、に派出し，現場の課長, 

連絡統制員, 整理挂ト長等の職員と接触し，あるいは助言, 指導等をなし,部としてめ作業評画樹立 

に際し現場の事情を反映させる資料を提供する役割を演ずる。統計部貝は報告，記録等の整理，资 

料の調整を司る。この;Tねこついて, 官 庁 （営）時‘代はあらゆる記敏'報告等奪日々取り寄せるとい

う 「中央集権主義J が盛んに行なわれていたが，今 回は r資任の分散主義J を採用し,部長室に集
■

める記歧ゃ報告等は選択取捨することとしたと説明されている。企園部員の役割は(1)起業費支弁に 

属する11.画の樹立ならびにこの運用の監察，《2)課内の改良計画に関する審議，,寒行に関する助言的 

接触 , 指導, 《3)技師長主營の技術会譲に提出する提案，調查，回答等に関する事項の立案でもる。 

その他, 定期的および臨時に，開係する課の赖員を召盤して評議会が開かれているい

注( 5 1 )谷前掲報告p. 7 5 ,なお以下の記述における;If奨についてとくにことわらない限り, 谷報告による.

~ ' 44 (7S0) ~  ■

へ'、 Mぃ'’も*



£ # ラホ、ひ
そ.、ベ / ryTrŷ：r?yTTT°t»*yi»tr'!Te!egy5V»y?；，‘ftg"r̂，"!giA«mgi?trj?P；jyg!>g；?gCT；a>jriqgwimM!ftWWt，nii!wmw

戦時体制移行期における日木鉄鋼業の労働力編成と労務統緒

第 7 因 1938年当時のA輔製钱所製鉄部あ理掲■の任務分担ほ

つぎに, ' 課の段階にゥいてみると，当時製魏部は第1 〜 3 製孰課(東田，洞岡, 戸畑各工場)，第‘ 1 , 

2 コークス課(東田, 洞岡各工場)，第 1 黨業課(高炉セメントその他)，第 2 摩、藥課(耐火懷冗開係)，およ 

び燃料課の8 線よりなっていた。各課はそれぞれ1 ないし2 め：[：場に相当しているb iteN# は燃料 

の技術的管理，高 ガ ス およびコ一クス ガ ス の 配給を担当するが，その設置についてr 日本 

株式会社史J ほつぎのように評価している。 r 日鉄における熟管理は，職制のうえでは昭和 12年 

(1937) 5 月， ずル幡製鉄所製魏部内に燃科課が設置され，所内全般の燃料需給の統制を行なつ;^こ 

ことにはじまつているふしたがって, 燃料課の設置は]:ネ前骸炭部として独立していたコークス(1 が 

製鉄まiこ統合されていることと合せてI937年の機構改革の一環であっこと考えられる。キた，この 

燃料課は明らかにスタッフ組織としての性格をもづている点に注ましておきたい。

とぐるで，各課r ば課長i t 属として課長参謀格の連絡統制員と整S |掛長の統轄する各職能班があ 

り，とれが体となっている。その他, 燃料課と第2 寒業課には試驗推トが独立して存在していると

注(52〉 前掲す日鉄史J P. 664, 
(B 3 )前揭*'a：千年誌J P. 41'
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また，拡張:!:事をもっているi i には臨時企画掛が付随している。それぞれの任許にっいてみをと，

速絡統制員は原材料，作業の手)喊や方法の合理化，能率化等について作業掛長と接触助言し，また 

—̂方，課の作業方針に現場の截青を皮映させる役割をもっている。なお，特殊な課には職能速絡統 

制員がおかれている。整理# の各班の任務については第71^に掲た通りである。若干の捕足的読 

明を行なうと, 従来事務班で取扱うことが多かった物品の出納，原ネオ料の盤3ii等は予算の編成資料 

の提供, 統計数値の感理め点から調查統計班で取扱われている。機械斑には製因手が属している。 

能率班はすべての作業に操典を作り, 絶えずこれを改良しf t 業の合® iヒトこ向けて努力する。工程班 

は生産:!:程の科学的管理を任務.とする。しかし当時は第ぇ黨業課以外は独立せず，調査統計班に含 

まれている。なお，課内打合わせ会は定期的にほ週i 回開他される。

戦鬪部隊に相当するとされ"t：いる作業そ卦についてみると,作業掛長は課長より受けた実施指今と 

作ま現場の状：i とを照合して毎日その翌日の行動計画を^^立し,それを毎朝それぞれの作業場の進 

行板に記入する。役fす職工はこの進行板指令に基づき前番よりの引き▲ぎを受け，その日9 職主の 

出欠をtaベ，その日の行動指♦ の遂行可杏を吟味し,あるいは他所より宜換職工の加勢または派 

出を求ぁる等の段取りをっけて行動指令の励行に努力する。また，ま己管理表が設けられているか， 

従来, 役付職:IIほ役付日誌と# し，各自役付の持場内における記録を現■場雖督(職員）に報告するこ 

とになっていたが, いわゆる;「御役目的J ic報告すればよかったので,その敦値の利用にはまことに 

練かっナこ。そとで, 役付職工自身が採った数値を自身で整迪し，例えば1人当り何トンを処理した 

かまでま己で、記録数値をIナ算させ，対先月比や標準に対していかなる能率に当るか等の比較をさせ 

ることにしたものでる。こめように役付職工に対する缔めつけを強めることによって生ま管理， 

労務管理の厳化がはかられているが，なお役付職工の権服とて職工の出欠調齊，行動指令の遂行 

に関する判断，人員の確保,’段取りの設定等多くめものが残されヤいることに注意レなければなら 

ない。なお職能役# 職工は課の職能連絡統制員と同主旨のものでもり，例先ぱ機械係組長，電気保.

組長，：製品発送係組長等が.おかれてV、る。

ところ力，谷氏は以上のごとき組纖のぎ熊を説明したのち,その運用方針とレてつぎの点を強調 

している。U)作業目標の認識, すべての行動予定の樹立 (計画操業)，（3)記録の活用による作業の 

会理イ匕(標準イ匕. 単純化)，（4)持場整頓の窗慣の養成(防損♦安全)， 進言の途を開く（改’ 進歩の緒>，

(6)品性の高潔と親切第一*の 心 懸 （エ思の融和X。そして, まず作業lil体としては計画操業，串務方® 

では文書整理と機械診断搏の侧定から着手しているが、そのうち作業を針画作業に移すための準備 

としてつぎのように述べている。< 1 整趣掛と作業掛と共同して生産工程の辟業:]:極因表を作成し 

2 此各：！:程に於ける第六感に依る標準能力, 標準配置人貝, 標準他理時問を記入せしめ， 3 次 

に此等の各項目に対する実(S 〉を記録せしめ，之が標準と如何なる相違ちるやを比贼梭討せしむる為 

■ めにn 々の記録中, (1)突作業に従事せる時間，人貴，其の問の生産，御設備り故障に依？>停止時間 
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__戦時体制移行期における日本数鋼業の労働力縮成と'労称統轄

を，（3》前後の遮絡の為めに作業を必要とせざる又ほ作業し得ざる時間と区分して記入する様式を制 

定する事とし次第に正鶴なる標準値に転換せしむ( l ) J と。

さて， 以上の説明からも明らかなように，1937年の機構改革以降の製魏部の管理担纖は, 部長一)《 

課長c c場矣)->作業撮長—工場監督(技卸 • 技手など職員) 役付i纖II：傭き —職長_>エ長—担長_>伍長）と 

いう編成からなるライン的系統と，燃料課, 部長室，速!&統網員, 整理掛，臨時金画掛V 職能役付 

赚エなどの主としてスタ.ッフ的管理系統からなっており， ひとまずラ イ ン . ス タ ク フ制度としての 

態をととのえていた。また, 製鎌部以外の部でもはぽ同様:^ぶ組織ヲ板蝴とられていたであろうと ' 

とは，谷 氏 が 「当所(A幡製鉄所) の新職制をみますると此参謀戦線組 織 の 観全が織り込まれて居るj  

と述べた後 rそ こで私共製魏部でも部内の後構役割を比参謀戦線激ま の 觀念に基き制定致し i して 

云々J と述べていること, およびやや後になるが1960年頃, すなわ '^戦後の組織改革前のA 幡製缺 

所製銅部の管理組織がはぽ類似した形態をとっていることからもうかがえる(第8 図参照）

结 S 国、、19S0年当時の八幡製鉄新製鎮部營理紐織因

，整 理 m
(X程督理. 労联管地. 記録事務)

所 長 -

-能率課

管 -熟營想課
理
一部一 -安全課
長 ^檢 定 課

广製铁部長

長

第
一
製
鉄
課
長

I

-試 験 掛 ’
(品質營理. 作業‘營理〉

厂|11,扭長-

か
掛
提

-湖材部長 

-運輸部長

「第一調整掛
(部門事務• 労務督理）

第二調盤掛
(ェ猎營理）

-試驗調盤掛
(品资管理‘ 作業管理）

修 炉 掛
(各種炉の整偏. 修理）'

-作業員

-交替技術買-~—
(工務營理♦労孩營现‘ 藍督寨務）

L常長技術具

(技術， 業研究. 品質管理）

(鹿児鳥大学*■経済学研究J N6.1,1961年12^) P .142^り:るパブ~的およびフ才- ド的合理化" (I)

し か し こ の ラ イ ン •ス タ ッ プ 制 廣 は い ま だ 部 な い し は 課 ( 工場）のレペルにとどまハていたので

も っ て ，製鉄所全体のレベルではそうではな かっ たこ とに 注意 しな けれ ぱな らな い。 1 9 3 7 年の機構

改革にあた つて , 製鉄所のレペルでも監理部の復 ( | と 研 究 所 体 制 の 強 が は か ら れ ‘前述の燃料課

法( 5 4 )谷前掲報告，P. 8 2 . 一 ——
( 5 5 )同上,!).々5‘
(56〉 前掲 **五千年誌J 卯，205~13.なお，この段階の較理部は1952银の管理烏とは與なって大きな限界をもていた 
(め pp. 587-^8 ‘， ゾ サ ^ っしは ,

.  ■ • ,  ■ ■

~ 一： 47 (763) •-— -
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‘ ， 戦時体制移行期における日本鉄鋼業の労働力編成と労務統轄

の設置も全所的な意義をもってはいたが, 第 9 図にみるように，製鉄所全体のレベルでほライン ‘
、 . . ，

スタクフ制度は成立していない。また，スタッ フ組織が部，課，作業掛のそれぞれに重複し, プこ(r> 
(5^  ； ' •

関係も錯綜しがちでり，前述のごとく役付職工r もがな力多くの.権服が残されでいる等-,孰行機 

能と計画機能0 分離も不十分ヤある。本格的なライン• スタッ フ制度は, 第: : :汝大戦後，1 0 5 2 ^の: 

局設置を-- '0 の画期として;，58年の戸畑製造所における「ライン • アンド • ズタップ制檢(0毫も発
/  (59) . ； . ： t ..， ； . I . ： . . . .バ ：:■ - ：

管理展した形態」ともみら:れている作き長制度の寧入によっヤ完成するめである， したカレて,こ 

めような意味;Tjは , I 937年の機構改革r よらて成iz：したライシ‘スタッフ制度は,いわぱその端緒

形態にすぎない。 しかし戦後における:ライン • スタッフ制度の本格的形成は，このような部なぃレ
• ■ . . .’ • ■

課 (工場) 段階でのそれを土台としてなされたの力あ力て，その意味では歴史的前提条件だ•ほかなら 

ない。 . . - ' . .  '......:■ ::. . ■ ■

「作業め合理化J につぃては，能率i£を中心としてT時間研究 J ,  r動作研究 J などを行ない,作業 

操典を作成するi とによって作業の標簿i化 • 舉純化をはかることがめざされている。これは当時す 

でに問題化していた不熟練労働者の急激;^増如への対;処であるとともと, 従来熟練労働者:としての 

役付職工にゆだねられていた生産管理• 労務管理上の多くめ権限，とりわけ計画的管趣；後能を完全 

に製鉄所ニ企業サイドに集中し, 直接的生ま過程?< おける労働者に# する製鉄所の掌握力を一^層淑 

めるための基盤を画めようとしたものであった。 し力、し，^^業操典の作成についてみると，『日本 

製鉄株式会社史』によれぱ，A 崎製鉄所におぃて「作業教範」の編纂が本格的に開始されたのは 

1942年 7 月の教育局̂教育研究室の発足以降，とりわ{知 3年からである。 f'さし当り素人:dを単能エ 

化する『初等実習指導要項』に重点を置き，①{乍業区分とエ箱分析表, ②原材料指導票,③機械工 

具票, ④作養動作指導票を作成‘…，.昭和19年 4 月，空襲警報継続のうちに製鋼部門がっぃビ脱稿,

膽写版刷となつたのをはじめ，他部門も順次やき, 昭和20年 1 月第1 期 計 画 （初級者の教範)‘を完ヤ 
(60) . • ‘

したJ 6 また, 『AIP^製鉄所3^十年誌J によれば，r昭和22年秋我国鉄鎭業界における唯一の作業指導 
•' (61)

書として完成されたJ といわれ- tいる。いずれにしても，戦時期にははとんど実用化されずにいわ
， ■ - -:，

ぱ 「遣産J として残されたとみてさしつかえあるまい。そのほか教育研究室の行なったもめとして
4 ■

*■作業基本動作の研究：i がも！*。 とれは「人間のあらゆる動作に共通する基本的な要素動作を見出
' . . . ■ ，

しこれによつて従来長い年月の体験のうち習[得されるものといわれた熟練：! :の *•かん』. を,‘科学
(62、

的に短期に体得させようとした研# 」であったr  . • ■

注(5 8 )例えば，戦後についてもr現場Si織のなかにヲインとスタジプの雨機能が混在しでいるため，，‘….その間に無駄と速 

當上の支障が見られたJ (花生大策f■八幡製鉄戸畑製造所における作業長制庇にゥいでJ , 『労務管理J No. 84, p. 32〉と 

の指摘があを》 . . - . .
(5 9 )架木安延『戦後日本鉄網衆の労働カ1̂す购（ギ修大学『社会科学年報』No. 2〉P .116.
(60) 前掲 « - 0 « J  p. 725. ■
( 6 1 ) «  s-21-HmJ p. 342. パ ‘
( 6 2 )前摄《•日欽史_s p.724.なお， れは八製欽所教肯局••基本動作の指導耍項J (1944年9月）として刊行されている。

49(755)
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r三田学会雑誌J 68卷10号 （1975年10月）

妹 12ま敗戟当時日钱勞務者在编人風U945年 8 月15目現在》

: • ， . ， . . . .

普通ェ_ ^ .傭貝‘職失

俾位 ：人)

作業所別 ，通エ貝. 傭 貴 職 夫
替逸3：員 ，傭貝，職夫合計

男 女 It

A  幡 li{嫩 iTr 43,679 4,163 246 43,152 4,936 48,088

輪西製鉄所 8,517 978 12 8.467 1,040 9,507

養石製缺所 9；165 860 150 8,530 1,645 10,175

富士製鋼所 652 77 — ， 659 70 729

大K 製鉄所 890 37 4 909 22 931

ji:畑製鉄所 5,690 1,226 . 一 , 5,798 1,118 6,916

評 65,091 7,341 412 67,515 8,831 76,346

I I 特殊労務者

作業所別 学徒
朝鮮人 
X  M 捕虞

女 子  
挺身隊

新 規  
微用エ

養成エ 計
ェ，n 総計

男 女 計

八幡製鉄所. 2,600 2,805 1,161 227 3,744 961 11,498 53,427 6,159 59,586

輪旌製鉄所 958 2,248 — 106 1,250 416 4,980 13,192 1,295 14,487

お製M所 806 369 3S4 172 867 — 2,568 10,662 2,081 1^,743

富"dl製鋼所 6 26 ,一 一 307 18 357、 1,016 70 1,086

大阪製鉄所 : — — ~ 33 20 53 962 22 984

/̂ •̂畑製鼓所 534 107 306 48 2,207 112 3,314 8,979 1,251 10,230

計. 4,904 5,555 1,821 553 8,408 1,529 22,770 88,238 10,878 99,116

(出所；）’*■日本製鉄株式会社史■J  P .  689より。

, : . . . . . ： ■■•：■■■ '■：：：'■■ ； . ' ..:::. . • , . .  ' . . し . . . . . . . . . . . . '

かくして1937年き以降に行なわれた経営•労務管理機構のr合理化J は，経営管理組纖の面でラ

イン•スタッフ制度0 形成もなお端緒的なものにとどまったぱかりでなく，作業の「合理化」の面

でも, 機械化の不十分さに加(t 》，その基礎となる「作業教範J の作成や「作業基本動作の研ポ丄な

どがようやく軟争末期もる'いは戦後に完成するという事態の中ではきわめて限界をもったものにな

らざるをえなかった。しかも戦争參行の最中に，一方で生産設備の拡充のため画期的な大建設:

を行ないつつ, 他方では生産作業に柏单をかけるということは，その商方ともに,暴条件をともなう

こ> また, 「中堅の労務者がつぎつぎと応召して大きな穴がもいたもとに，これを徴用, (65) ■
者 , 勘員学徒，朝鮮人工員等でうずめたため著しい能力の低下があつたJ (第I2表参照)。

したがって，戦時勘の労務統轄の特徴は, , むしろつぎのような点に•あった。すなわち，ぞの第1 

は 1938年に制定された国家総勘鼻法およびそれにも^づく徵用奈(I939年と重要事業場労務管理令 

(1942年）などによって労務統轄そのものが国家統制の下におかれたことでもる。しかし，このこと

法(63) /ム阔洽 ‘ Tfj川広勝氏によれぱ「この時期における説傭拡張は高炉建設に"ffi点をおいた生産糊B 策がらでたものでも 

り，基本的には生廣力の10；的坡大を企図したもので，鉄鋼生ま技術水準の向上に疲ネ的な意義を付夢するような設備近 
代化はおこなわれなかったJ (前揭有沢編*■現代日本座業講座J n, P.-57),

( 6 4 )前海 *■日鉄史J pp. 239~40参照。
( 6 5 )同上！).453.なお，従業員数に対する化;召率は1937律で10% (職工については11.7%), 41年には14.5% (職:I:は 

.15,1%’)， 4蝴には 2’5% .と’なっ;(同 およが！)‘ 688)。. .... .

50(766)
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戦時体制移行期における日本鉄#!業め労働力編成と労務統结

<は同時に様々な矛盾をともなってぃたb 例えば, I 943年頃のA 幡製鉄)iffで は *■各植生摩増強運動行
- . . . . . . .

事が宜庁，統制会，大日本産報等夫々独まノ立場ニ3 リ指奈之来V , 1 力 月 間 5 , 6 こ逢スル運 

動重複シテ行ハレツアル実倩ナリン……外部 S リノ要求ハ差当リ之ヲ緩和"feシメ只生まノ增強二 

.邁進シムルヲ必要ト思料スJ と不満を述べでぃる。第j に，ぃわゆも r身分制 • 職分制J め強化に 

よって載場規律の確立がめざされた。す わ ち ，1941年に は f身分別J は職貞および渔職員に大別 

.され，44年には「従業員の身分および'職分上の階級を明らかにし，職場想律め確立を図ることを目 

第 I3 ま 給 与 体 系 の 変 達 （単位 : ％) 的として，従業奢職階標識が資めら
( 6 7 ) -
れJ た。第 3 に，-づ ; では臨時手当, 

家族手当, 年制力;設けられるな 

ギ生活給的な伽i面が拡大しだが，他 

方では戦時能率手当制，生産奨励金 

制など能率給の増加によって生廣能
- i • ' ■

率の增進がはかをれた(第1練参照)。 

前 掲 『A 幡查察事項別報告書』によ 

れぱ，「昭和 1 8年 7 月 1 日ョリ功程 

割増金制度ヲ改正シ遂次実施シ披適 

用人員25,820名ュ及ビ総生産単位当 

生産量ュ対シr キ相当好影響アリJ , 

r出来傳ル限リ早ク全工場:d 実施ス 

ぺシJ とあり, また賃▲ 統制♦に対 

(出所;！ rが製族株式会社史J p '7O U り;  ^ て，労務課が「①賃金，昇給ガ年

齡基準ナノレヲ以チ之ヲ業績及能率基準タラシムルt t ト，②総額制服アルヲ以テ業績及能率ノ向上ニ 

副ヒ難シ, ③最嵩初!^ 賛金ノ規定アルコトュョリ能率ノ向上ニ副 ヒ と の 不 満 ,與 望 を 述 ぺ

ている。- : . . . ，. - . . . ■
■ -

しかし前述めごとく多数の熟練のホ召に対b て, rその代員として体位低下せる未熟純-労働者 

を多数先足した結果, 工員のぎ質も漸次媒" F し労働能率 f c も深刻な患響を与えるにぃたつ5 S が，
(71) '

それに加えて災害件数，ととに死亡伸数の激増, 結核播病率の急激な上昇(第10図參照> , r工場内犯

> 度 総額 本給 奨励給諸手当 給 与 体 系 め 変 遷

1936 年 100 64 30 6 r •

1937 年 100 60 34 6 4 月1 日 臨時割増制：i 設

1938 年 100 59 35 6 4 月1 0 臨時手当制創設 

臨時割増制魔止

1939 年 100 55 26 19 9 月1 日/ 時手当増額改正

1940 年 .00 54 23 23
さ月1 日 
11月

特別臨時手当制iij設 
臨時家族手当制創設 
特別臨時手当制魔止

1941年 100 51 24 25 1 月1 日 
12月

精励手当創設 
臨0^手当本給繰込み

1942 年 100 62 24 14 4 月，11月家族手当權額

1943 年 100 62 24 24
5 月 
9 月

戦時能率手当制創設 
勤手当改正 

生鹿奨励金制実施

194キ年 100 51 24 25 6 H 年敝給$!)創設

1945 ip 100 51 24

a  ( 6 6 )日鉄第1回社内察班編*7V幡あ察項别報告書j 1944年. pp. 4〜5.
(の）’ 前掲》*日鉄史i ‘p. 693.なお，木元進一郎[経常，労務統格機偶のr近代化JJ (前掲明大社研編 ■̂欽源^ゅ合則化と 

pp. 124-9 m L

(68) # 揭 **八幡查察?}!：項別報^̂ 書̂_1 pp. iO~ll,
( 6 9 )同上 p. 5.
び。） 前掲*■日叙史J p. 684. . ' •
< 7 1 )同上P.711參照。 ' ；

—  51( 7 i 5 7 ) —
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第 10圓 八幡製鉄所精核播病キ

人

100
人
に

い
て

召港の現役入當者を除.ぐ/  
人_ iに 対 す る 比 率 -

在絡者全Mlこ対する比率

4 1 .ね （判ぶ）• 1934 35 36 ：37 38 39 40

: 〔出所：！日▲ 第1 0 社内̂ 察班編f八幡-査察事項別報告書* 第1ダ 表 よ る レ ； : ;  

則件数J の 等 々 が 生 じ , 戦時労ね!^轄は破線をきたしたがかた。;そ の 赌 ，:夢料の不早え 

よぴ質の低下と相俟ヴて, 敗戦をまた一して前掲の第!* 0表および第3.図に;みらるキうに，鉄鋼丰■ • . , , , . ，. ，， ；， , . --- I ^

ぼ:は停滞から急激な低下となるををいたづた。 ' ： ; レ ，

結 び

■ . . - . . V .： ■ ■■ . , .-,ぃ ‘. .ニ. ’ ‘ '

以上述ぺできたように，I937年 以 降 A 幡製铁所における経営，労務管理機構の改革ニ「合啤化イ 

は日本資本主義の軍事侵略の拡大と経済の軍# ( ヒの過程で，の參鋼增産への強.タな国家的要請，バゲ ‘ 

よび鉄鋼生産の急激な據大の過まに生Itだ従来の労働力編成と労務棘轄におけ:る困難性の増大とい 

った状況の中嫌なわれた 'のであった。 しかしそれはまた, 軟f すのより:-層の急速な被太の下セ様 

みな恶条件が加わるとともに, "i"分な機械化がともなわなかっナここと，作業研究などか遅れすざみ 

そして結局は大量の低貧金労働力を灌費し熟ぽ労働者に多くを依存した労働力編成と勞務統ぽがそ 

う急速には克服されなかりたことなどによって十分な成果をもげるにいたらんかった。この意めで 

は ，ぴ能率增進』という形であらわれた生産增强の要求が結局は精神主義でおわらざタを得チくな 

る背景には* まさに!日本資本主義の特質に根ざす日本労働問題の特殊性がもったJ とい免‘よう。’し 

かしそのような中にあ)力ても，他面では前述のごとく端緒的ではあカナこか，ライン• スタジプ制度 

の形成ゃ軟時期には十分に活用されなかったと♦よいえ, 「作業教姨J や 「作寒寧本動,作の研究 J ひ

ぼ : ： ほ ま
r他:!:場二殺動J 67人などがあり，その他数は少ないが，「監# 員ュ暴行J r役付殴打J 14人, r保安掛員て參びJ,
1人などもみられ.る （前海**A幡香.察ZK5I别報告# J 第39, 40表より;)，，

(7 3 )力I I )細 治 *■日本ホ国至義卞の労働政策■!19*^0年，p、m

52 (糊
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戦時体制參行期における白本鉄鋼業の労働力お成と労務統轄

作成など，戦後め日本鉄鋼業の急速な発展cc>J® 史的前提条件力♦他れていすこことを麵視してはならな 

いヤあ，ろう‘。

ところで, 戦後とりわわけ1950年代以降の日ギ欽鎭業の★ 速な発展の歴史的前提となった戦；前 

<ないU 伽 0年以前も合めて）の鉄翻業の経営管理組織について比缺触入って検討し言及じでいる 

ものとして，堤矩之氏および坂本和一氏の研究がある。堤皮は結論として1952年以前め#斑組織に 

ついてつぎのように述べられている 。 r 当時め管理組織れ工場別の部 P がヒを基準とUて 族立し - t お 

り， 能的Vこ未分什;であっナこ。かかる組纖は近代的職能的組織とは>1そi f e ；るものであり，かの 

0  • シルドンがもっとも初期的な管理組織として想定Uナ こ 部 門 的 織 る い は に 外 な
(74)

らない」（力点は原文)。

それに对して，坂本氏は「ェ場段階すな‘わ ち 『a 場部r i』での管M組纖の特傲のも'^ン日对的に独
(75)

まな意義J を強調され，A 幡製鉄所創設から第二次大戦までの第1 段 階 は r軍隊式管迪組織J - e あ
• ■ . . . ■

り，それ以降第二次大戦（現実には1952年）までの第2 段 階 は 「チイラー段階の管理組織J であると
(76) '

規定されている。坂本氏の見解は，戦前の释営管理組織における：li場段階め乂タッフ部門の意義を 

赏視されでいる点で塘民の見解よりも糖極的なものと思おれるが，工場段階で、のライン •スタップ 

制度を第2 段階全体, すなわち第-^次大戦からま二次大軟までの時期全体に適用されているめは,.：
'

すでに第4 節でみた: ごとく事実としては不当な拡大であり, それは1937年降に限定されるべき；や

あろう。また，:坂本氏が, 氏のいわれるテイラー段階の管瑪組織の成立」を, a 、わゆるチイラ

一 . システムの^ト画的導入の結果ではかく」，a 、わぱ自然籍生的，経験的管翅組纖の合理化の錯果

なのであるJ とされているこ'ともすでに明らかにじyii，実に照じて誤ってV、る。すなわち；1937年 .

の経営，労務管理機構の「合理化」の墓軸となった経営管理組織の改革は，谷氏が明確に述べてい

たように「部門組織J が ら 「参課軟線組織J への目的意識的な転換どしてf t なわれたのであり，そ

れは坂本氏の表現をかりれぱ, まさに「管理のための計画機能と執1̂ ，統制機能を分イヒさせるとい

う考え方を計画的に導久したJ ものなのであ( 1 。- .

さらに，坂本氏が「工場内にぉけ•る機械，装置体系の漸次的を高度化とこれにともなう作業組織 

の分業の深化」といういわぱ生廣技術的要因それ自体によって，あたかも必然的に「管理組纖の合理

注( 7 4 )提矩之ry製鉄における管理組織の合理化J (鹿児島大学P経济学研究J No.1〉P .145. .
( 7 5 )坂本和-^ r独占段階における独白的，資本制的生産様式の形成④ J (f■立命館経済学J Vol.20 No. 4) p. 63.
(76) 同上 p. 65. メ

( 7 7 )同上 PP.65〜6‘
(78) 同上 P. 65. , ■
( 7 9 )したがってまた，その「分化を実際にはまだきわめて不徹底なものにとどめていたJ (同上) としても，その原因を 

«■自然発生的♦経験的な管理組織の合理化J に求めるととは ’できない。 ト’
<80) 同上 P.65.
< 8 1 )もも:ろん, 作菜組織における,分業のもり方は生Jfe関係♦贈)後関係の規定をもうけている。しかし,ここせの坂本氏の 

論理は資本，貧労働関係を捨象して展開されており, 後め箸書f纽代!^大企業の生塞;i 福J 1074年）で使用されている 
r作業分担J なる言葉に相当すると思われる（同書PD. 53ぶ4 参照)。 '

~ —  53 ( 7 5 9 )一‘，

明 ^ ^ ^ ^ 飄願爛關麵
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化J が行なわれ,テイラ  一•システムなり, ライン》スタタフ制度なりが成立するかのようにいわれ 

ていることも間題であると思われる》いうまでもなく, 資:i 主義的な経営管理は, い わ ゆ る け ' 

ヶストラめ指揮者」としての技術的一般的機能の側面と，価値増殖的掉取機能としての側面とをも 

ものであって，.とりわけ後者を本質的な突機とすを統的な理解がなされなけれぱならない。しつ

たがりて，た;とえ坂本氏のいわれるように，「工場内におけ•る作業組織の分業が深化してくるとと 

もに，必然的にそれらの全体的な統—を保証するための針画機能の集中が必要になってきたJ とし 

ても，それがどの時点でまたいかなる具体的な形態で行なわれるかというととは-すぐれてを举請 

関係 • 階級諸関係の本質的かつ具体的なあり方によって決定されるのである0 ここでの間靡にひ 

つけていえば，戦前A 幡製鉄所の経営管理組織の改革が経営，労務管理機構の r合® 化」の 潔 と  

して，1937年という時点で第4 節でみたごとき形觸として行なわれ，，その結果, ライソ ，スタタフ 

制度の端緒的形成力';行な^>れたというととは, 第 2 输, 第 3 嫌で、分析したように鉄鋼増廣の国家的， 

軍事的要請や労働力編成および勞務統轄の困難性の増大といった要因に:ンきく規定されており，け 

っしセたんなる技術的必然性f c よって行なわれたものではなかつた。レかし,坂本氏が戦前め工場 

段階におけるライン，スタ、、> フ制度の成立について，あえてその目的意識性，計画性を強く杏定し 

もハぱら生産技術的要因によ力て説明されることになったのは，たんなる事実認識の問填ではなく t 

坂本氏の論理展開そのものが，資 本 • 貧労働関係を搏象した r労働生ま力構造_ ]において，その技 

衛的側面としての機械，装置体系，および組織的側面としての作寒舆織と管理組織とを位置づけ, 

その上で機械 • 装置体系の発展と作業組織の発展とによって管迪組織の発展を説明すると'^、う構成
(83) ■ - -

をといることに揖本的な原因がると思われる。 .

' 〔追記:! ’ 、 .
本稿においては，，紙幅の関係もあって，貧金問題あるいは労働運動等についてはきわめて不十分に 

しか述べることができず，またA 幡製鉄以外の日本嫉鋼業，とりわけ植民地の鼓鎭業にクいてを拿ま 

ったくふれること力，、できながった。これらに開しセは，稿を改めで論ずるととfcしたい。

最後に，本稿作成にあたって，指導教授である得川俊雄先生はじめ多くの方々め御指導,御配慮を 

うけたことを記して感謝の言集にかえさせていただきたい。 .

(慶應義塾大学大学院^ 済学研梵科博士謝程）

注( 8 2 )前揭坂本「独占段階における独自的.資本制的生幽IS式の形成(分1 P' 66.
( 8 3 )同上{り, (2), (3), (4)(け:命航経済学J Vol.19 No. 5, Vol. 20 No.1,3, 4 ) の構成をみられたい，なお,前得した 

坂本氏の近着ヶ現代II大企業の生ま通程J m m t  '，労働手段, 管理機清,，章本，貧き)働旧係の职で展開されて

いるが, やはりt 理湖博は資本，i後働圓係を捨勢して説明されているぃ

' .一 .— • 54 (760} ■■一

襲 想 ^ ^ ^ ザ 觸 網 概 ^ " チ 辨 サ サ み ■-广 ヤ  ニ<ゅタ、制̂ ^ , , ，、


